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庭の手入れ

晴れ舞台も新たに

待ってたよ

楽しい一日でした

顔と顔　見える地域（大元国神社境内）

総

務

部

会

平
成
三
十
年
度
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動
報
告
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齢
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児
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祉
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会

ア
グ
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ア
シ
ス
ト
と
も 

か
ら

短 信

発
足
か
ら
５
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク「
と
も
」

伴
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
登
録
者
増
え
る

医
療
と
介
護
の
連
携
学
ぶ

　
〜
福
祉
委
員
合
同
研
修
会
〜

近
隣
の
支
え
合
い 

地
域
を
再
生

　

伴
学
区
で
お
年
寄
り
を
近
隣
の
人

が
見
守
る「
伴
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」（
伴

社
協
や
町
内
会
連
合
会
、
民
児
協
な

ど
四
団
体

の
共
同
運

営
）。
昨
年

初
め
一
部

の
地
区
で

先
行
し
た

活
動
が
全

域
に
広
が

り
、
登
録
希
望
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

三
月
現
在
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

世
帯
の
お
年
寄
り
の
登
録
者
は
計
三

十
九
人
。
内
訳
は
、
伴
中
央
ブ
ロ
ッ

ク
二
十
八
人
、伴
駅
ブ
ロ
ッ
ク
十
一
人
。

近
隣
の
協
力
者
も
計
二
十
八
人
に
上

っ
て
い
ま
す
。

　

安
佐
南
区
の
全
小
学
校
区
の
う
ち

半
数
の
十
三
学
区
が
こ
の
見
守
り
活

動
を
実
施
す
る
中
、伴
の
登
録
者
数
は
、

数
年
前
か
ら
取
り
組
む
安
、
安
西
に

次
い
で
多
い
と
い
う
。

　

伴
で
は
三
城
田
、
細
坂
両
地
区
の

計
十
一
人
か
ら
始
ま
り
十
月
か
ら
学

区
全
体
を
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
取

り
組
む
。
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
な
ど

近
隣
の
絆
で
支
え
合
う
地
域
再
生
の

試
み
と
さ
れ
る
。

　

伴
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
の
推
進
委
員
は

「
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、

自
分
を
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
が
い

る
と
思
え
る
こ
と
で
、
大
き
な
安
心

感
が
得
ら
れ
る
」
と
み
て
い
ま
す
。

＊
連
絡
先
は

戸
山
・
伴
・
大
塚
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
伴
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
の
会

電
話
八
四
九
―
五
八
六
〇

　

お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
支
援
を
掲
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
「
と
も
」
は
発
足
か
ら
五
年
。

本
年
度
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
世
帯

の
お
年
寄
り
か
ら
計
十
五
件
（
二
月

現
在
）
の
依
頼
を
受
け
、
計
十
一
件

の
作
業
支
援
を
し
ま
し
た
。

　

内
訳
は
「
庭
の
草
取
り
」「
庭
木
の

枝
落
と
し
」
な
ど
屋
外
作
業
六
件
、「
カ

ー
テ
ン
の
交
換
」「
火
災
報
知
器
の
電

池
交
換
」「
蛍
光
灯
の
交
換
」「
片
付
け
」

な
ど
室
内
作
業
五
件
で
し
た
。

　

私
た
ち
が
対
応
で
き
な
い
農
地
の

草
刈
り
や
防
草
ネ
ッ
ト
の
敷
設
な
ど

四
件
は
業
者
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
と
も
」
は
①
訪
問
作
業
支
援
②
サ

ロ
ン
の
お
手
伝
い
③
高
齢
者
見
守
り

活
動
（
伴
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
）
を
三

本
柱
に
百
七
人
の
会
員
で
元
気
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
は
　
老
人
い
こ
い
の
家

電
話
八
四
八
―
三
二
七
七

（
上
野
昭
司
事
務
局
長
）

　

草
刈
り
作
業
応
援
団
「
ア
グ
リ　

ア
シ
ス
ト
と
も
」
が
広
島
市
か
ら
協

同
労
働
モ
デ
ル
事
業
団
体
に
認
定
。

伴
・
大
塚
地
区
を
対
象
に
農
業
の
支

援
活
動
を
す
る
。

事
務
局
電
話
〇
九
〇（
四
八
九
八
）一
〇
八
七

　

伴
社
協
が
昨
年
四
月
か
ら
三
期
目

の
指
定
管
理
を
受
託
し
た
老
人
い
こ

い
の
家
は
、新
庁
舎
へ
引
っ
越
し
後
も

来
館
者

が
増
え

て
利
用

状
況
が

好
調
で

す
。
活

動
す
る

十
四
団

体
が
二

月
十
七

日
、
新

庁
舎
で

初
め
て
の
い
こ
い
の
家
サ
ー
ク
ル
発

表
会
を
開
き
、歌
や
踊
り
、介
護
予
防

運
動
、展
示
な
ど
十
七
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

披
露
し
ま
し
た
。お
年
寄
り
の
快
適
な

交
流
の
場
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。　　
（
部
長
　
大
津
　
信
之
）

　

お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

元
気
に
活
動
し
て
ほ
し
い
。一
月
十
二

日
、伴
小
学
校
で
一
年
生
と「
む
か
し

遊
び
の
会
」を
開
き
ま
し
た
。伴
学
区

の
老
人
会
、女
性
会
、民
児
協
の
各
団

体
と
協
力
し
、あ
や
と
り
、お
手
玉
、け

ん
玉
、こ
ま
回
し
、竹
と
ん
ぼ
、島
跳
び

の
六
種
目
を
実
施
し
ま
し
た
。二
十
五

人
の
協
力
者
が
児
童
に
コ
ツ
を
伝
え

な
が
ら
和
や
か
に
楽
し
く
交
流
し
ま

し
た
。

（
部
長
　
伊
藤
　
修
太
）

　

伴
・
伴
東
・
大
塚
伴
南
学
区
共
催
の

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
の
会
を
二
月
十

七
日
、沼
田
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

三
学
区
か
ら
計
三
十
一
人
が
参
加
し
、

午
前
は
ミ
ニ
運
動
会
、午
後
は
紙
芝
居

を
鑑
賞
。運
動
会
で
は
ペ
タ
ン
ク
を
初

め
て
企
画
し
、み
な
さ
ん
に
好
評
で
し

た
。障
が
い
者
へ
の
理
解
、地
域
と
の

交
流
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
部
長
　
石
富
　
三
弘
）

　

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
は
、み
な
さ
ん

の
協
力
で
町
内
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
指

導
部
の
応
援
が
活
発
に
あ
り
、「
子
ど

も
の
顔
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
」と

い
う
報
告
も
随
分
あ
り
ま
し
た
。リ
ー

ド
役
の
大
人
と
連
携
が
順
調
に
体
操

会
の
成
長
を
見
た
年
で
し
た
。

　

学
区
内
の
八
会
場
の「
げ
ん
き
か

い
」が
一
月
、全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
、会
場

の
地
図
と
名
前
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、児
童
福
祉
部
会
が
不
登
校

や
発
達
障
害
の
児
童
、生
徒
さ
ん
に
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
か
模
索
し
な
が

ら
勉
強
会
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
部
長
　
西
田
　
雅
行
）

　

福
祉
委
員
部
会
は
二
月
十
四
日
、

幹
事
会
と
合
同
研
修
会
を
企
画
。
大

塚
西
に
昨
年
開
業
し
た
病
院
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
の
「
メ

リ
ィ
ポ
ス
ピ
タ
ル
」
と
「
メ
リ
ィ
デ

イ
ズ
」、
別
館
の
「
メ
リ
ィ
ハ
ウ
ス
西

風
新
都
」
を
見
学
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

医
療
機
関
と
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
施

設
の
連
携
、
住
環
境
な
ど
課
題
の
多

い
超
高
齢
社
会
は
目
前
。
制
度
の
推
移
、

個
人
負
担
も
含
め
、
丁
寧
な
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

三
十
七
人
の
福
祉
委
員
は
、
各
地

区
の
サ
ロ
ン
や
敬
老
会
な
ど
で
民
生

委
員
児
童
委
員
や
町
内
会
の
み
な
さ

ん
と
協
力
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

地
域
の
福
祉
の
「
見
守
り
役
」
を
目

指
し
て
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
福
祉
委
員
部
会
部
長 

有
馬
義
憲
）


